
々２

　

以
上
大
蔵
重
な
論
文
を
選
揮
し
て
梗
概
を
述
べ
た
が
、
そ
の

他
次
の
題
名
に
よ
っ
て
も
う
か
ゞ
へ
る
如
き
簡
軍
な
報
１
　
或
０
　

は
平
凡
・
な
諸
篇
を
の
せ
て
ゐ
る
。
即
ち
馬
衡
「
故
宮
博
物
院
參

加
美
波
音
之
書
垂
」
、
蒋
吟
秋
「
書
書
輿
装
濤
」
、
袁
同
鐙
「
全
國

美
術
展
覧
會
陳
列
之
版
書
書
」
、
蒋
復
玲
「
教
育
部
第
二
次
全
國

美
術
展
覧
貧
的
圖
書
」
、
唐
蘭
「
中
國
古
代
美
術
具
銅
器
」
、
黄
文

弼
「
羅
布
津
爾
腿
現
漢
漆
杯
考
略
」
、
袁
同
破
「
我
國
慈
術
品
流

落
欧
美
之
情
況
」
、
胡
厚
宜
「
中
央
研
究
院
殷
墟
出
土
展
品
參
観

記
」
で
あ
る
。

　

か
く
て
以
上
の
二
十
篇
を
収
め
た
本
書
は
、
支
那
話
術
に
開

す
る
今
日
に
於
け
る
支
那
諸
學
者
の
論
叢
で
あ
る
。
本
書
を
通

讃
す
る
時
、
本
書
の
中
心
部
分
を
な
す
と
思
は
れ
る
書
査
の
問

題
が
、
同
時
に
支
那
話
術
の
基
本
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
る
は

勿
論
で
あ
る
。
そ
こ
に
支
那
話
術
の
特
殊
性
が
う
か
ゞ
へ
る
。

西
洋
の
美
の
概
念
と
は
別
佃
の
立
場
に
於
い
て
、
支
那
の
話
術

が
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
全
的

に
傅
統
を
肯
定
す
る
見
解
ｙ
．
意
味
し
な
い
。
傅
統
に
對
す
る
全

的
な
肯
定
は
一
般
支
那
學
者
の
訣
酷
で
あ
り
、
ぴ
い
て
は
純
粋

學
問
の
進
歩
を
阻
む
大
き
な
障
害
で
あ
る
。
徒
ら
な
る
傅
統
に

對
す
る
保
守
さ
り
・
と
て
も
し
く
は
飛
躍
的
な
反
抗
を
排
し
て
、

先
づ
批
判
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
ｘ
る
立
場
に
立

つ
新
た
た
る
支
那
唇
術
學
の
確
立
は
、
こ
ｘ
に
東
洋
世
界
の
美

の
概
念
を
把
握
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
本
書
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
諸
論
文
に
於
け
る
方
法
論
の
不
統
一
と
混
眼
は
、

そ
の
日
の
来
る
や
は
る
か
に
遠
き
を
思
は
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
澄
田
正
二

　
　

赤
峰
紅
山
後

　
　
　
　
　

満
洲
國
熱
河
省
赤
峰
紅
山
後
先
史
澄
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

－
東
方
考
古
學
叢
刊
甲
種
第
六
冊
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
九
月
刊
。
四
六
四
倍
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
一
頁
。
図
版
四
十
七
葉
。
附
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
摘
要
。
定
價
貳
拾
圖

　

昭
和
十
年
度
の
京
都
帝
國
大
學
夏
季
講
演
會
で
、
故
渚
田
博

士
は
赤
峰
の
該
に
開
す
る
講
演
を
さ
れ
た
。
常
時
博
士
は
約
一

ヶ
月
の
こ
の
我
掘
の
篤
に
日
焼
し
た
元
気
な
姿
で
幻
燈
十
六
ミ

リ
等
を
用
ひ
、
登
掘
と
い
ふ
Ｉ
見
無
味
乾
燥
な
事
項
に
對
し
興

味
の
話
題
を
逸
す
る
事
た
く
、
聴
衆
者
を
し
て
等
し
く
大
陸
の

先
史
文
化
へ
の
憧
憬
の
念
を
起
さ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
満
三
年
右
の
調
査
報
告
が
堂
々
た
る
装
ひ
を
以
て
東
方

考
古
學
叢
刊
第
六
１
　
と
し
て
世
に
ま
み
ゆ
る
事
と
た
っ
た
。
而
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も
其
の
期
に
先
立
ち
壇
田
博
士
は
逝
去
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
本

　
　
　

會
は
此
書
を
以
て
博
士
の
功
績
を
仰
慕
す
る
一
記
念
碑
と
し
、

　
　
　

博
士
の
遺
圖
を
橿
承
し
て
益
々
東
亜
考
古
學
の
振
興
に
邁
進
す

　
　
　

る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
な
る
序
言
を
見
出
す
の
は
吾

　
　
　

人
の
痛
恨
事
で
あ
り
悲
し
み
の
念
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　

赤
峰
は
満
洲
國
熱
河
省
の
略
々
中
央
に
位
す
る
小
郡
會
で
あ

　
　
　

っ
て
、
紅
山
（
Ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
-
Ｓ
ｈ
ａ
ｎ
）
と
は
赤
峰
盆
地
の
中
央
に
屹
立

　
　
　

し
た
赤
肌
の
露
出
す
る
花
尚
岩
の
低
い
山
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　

此
の
地
に
先
史
時
代
遺
物
の
存
す
る
こ
と
は
早
く
鳥
居
博
士
の

　
　
　

注
意
せ
ら
れ
た
所
で
以
後
リ
サ
ン
師
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
師
、
梁
恩

　
　
　

永
氏
等
に
依
っ
て
調
査
が
行
は
れ
更
に
近
く
我
が
上
治
、
八
幡

　
　
　

雨
氏
等
も
こ
れ
に
調
査
の
手
を
染
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
東
亜

　
　
　

考
古
學
會
の
腿
掘
は
右
の
先
人
の
調
査
に
導
か
れ
た
も
の
で
、

　
　
　

従
っ
て
其
の
重
要
性
が
考
慮
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
本
一
行

　
　
　

は
調
査
主
任
た
る
壇
田
耕
作
博
士
以
下
、
島
村
孝
三
郎
氏
、
水

　
　
　

野
清
一
氏
、
赤
堀
英
三
博
士
、
島
田
貞
彦
氏
、
三
宅
宗
悦
博
士

　
　
　

三
上
次
男
氏
等
の
人
々
で
あ
っ
て
、
昭
和
十
年
六
月
九
日
赤
峰

　
　
　

に
到
着
後
同
月
廿
九
日
に
至
る
廿
日
間
に
亘
っ
て
農
掘
調
査
を

　
　
　

行
う
た
の
で
あ
る
。
調
査
地
域
は
紅
山
北
部
の
所
謂
紅
山
後
附

心

　

兎
を
中
心
と
し
た
部
分
で
、
更
に
詳
し
く
云
ふ
と
、
主
と
し
て

第
一
峰
南
側
の
鞍
部
附
近
に
於
け
る
墓
地
、
次
に
同
附
近
並
び

に
第
二
峰
の
東
側
豪
地
に
て
土
器
、
石
器
類
を
出
土
し
た
第
一

住
居
趾
。
更
に
第
二
峰
東
側
豪
地
に
於
け
る
彩
文
土
器
片
そ
の

他
を
出
す
所
の
第
二
住
居
趾
等
で
あ
る
。
本
書
は
是
等
を
通
じ

た
調
査
の
結
果
を
演
田
博
士
、
水
野
學
士
が
綜
合
整
理
し
た
も

の
に
他
な
ら
な
い
。

　

さ
て
本
文
は
章
を
分
つ
事
七
。
別
に
附
録
と
し
て
墓
地
（
石

槨
墓
で
あ
る
が
）
我
見
の
人
骨
に
開
す
る
三
宅
、
吉
見
、
難
波

三
氏
の
研
究
の
成
巣
を
は
じ
め
、
出
土
鳥
獣
骨
に
開
す
る
早
稽

田
大
學
の
直
良
信
夫
氏
の
文
、
土
器
の
技
術
的
賓
験
考
察
に
就

い
て
の
磯
松
技
師
の
報
告
等
を
録
し
て
其
の
完
璧
を
期
し
て
ゐ

る
。
い
ま
本
文
か
ら
内
容
を
瞥
見
す
る
に
上
記
の
墓
地
で
見
出

さ
れ
た
總
計
二
十
六
基
の
石
槨
に
あ
つ
て
は
、
中
に
大
部
分
仰

臥
（
或
は
左
臥
、
右
臥
も
あ
る
）
伸
展
の
人
骨
に
土
器
一
箇
、
利

器
一
。
二
種
、
装
身
具
一
、
二
種
を
副
葬
し
て
埋
葬
さ
れ
た
無
況

が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
利
器
に
は
骨
鏃
、
又
装
身
具
に
は
青

銅
釦
類
や
玉
類
を
件
つ
て
ゐ
た
事
、
土
器
は
壷
形
が
大
部
分
で
、

一
吊
も
存
し
た
が
赤
褐
色
磨
研
の
類
が
そ
の
殆
ん
ど
を
占
む
る
事

等
特
筆
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
試
掘
面
積
は
僅
か
に
六
百
坪

で
あ
り
、
中
に
盗
掘
さ
れ
た
も
の
を
見
る
が
、
こ
れ
等
か
ら
推
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し
て
著
者
は
少
く
も
こ
ｏ
赤
峰
後
山
に
は
三
百
基
の
墓
が
存
す

る
だ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
次
ぎ
に
第
一
任
地
で
は
同
じ
く
赤
褐

色
磨
研
土
器
を
基
本
土
器
と
し
て
多
く
我
掘
し
た
の
で
あ
り
、

調
査
者
は
之
を
以
て
さ
き
の
石
槨
墓
人
骨
の
住
居
地
の
趾
と
し

た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
此
處
か
ら
は
更
に
赤
褐
色
繩
席
文
土

器
、
蹄
色
繩
席
文
土
器
（
次
陶
）
そ
の
他
の
上
器
を
僅
か
の
石
製

品
及
び
玉
麺
史
に
牛
、
函
、
鹿
、
馬
の
獣
骨
類
と
共
に
疲
見
し

た
。
友
陶
と
は
漢
式
土
器
の
特
色
で
あ
り
赤
褐
色
繩
蕗
文
土
器

は
こ
の
土
器
の
赤
色
磨
研
土
器
へ
の
作
用
の
結
果
と
筆
者
は
し

て
ゐ
る
。
更
に
著
者
は
此
地
蒐
集
の
青
銅
器
類
の
考
察
か
ら
、

こ
れ
ら
右
の
文
化
人
を
経
遠
文
化
に
少
な
が
ら
ざ
る
聯
開
を
持

た
さ
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
次
ぎ
に
第
二
住
居
趾
（
具
醒

的
に
は
一
般
黄
砂
土
暦
の
上
に
存
す
る
遺
物
包
含
浦
を
意
味
す

る
）
で
は
土
器
と
し
て
、
前
述
の
赤
色
艮
質
の
彩
文
土
器
の
他

に
黒
褐
色
土
器
を
見
、
石
器
に
は
多
く
の
種
類
、
印
ち
大
形
槌

石
、
石
斧
、
小
形
打
石
器
（
細
石
器
）
、
石
庖
丁
、
砥
石
、
石
皿

等
を
我
見
、
叉
骨
牙
器
、
稀
に
貝
輪
を
も
件
出
し
た
の
で
あ

る
。
著
者
は
之
等
遺
物
か
ら
、
第
一
住
居
趾
が
示
す
文
化
と
は

年
代
的
に
差
が
あ
る
事
、
帥
ち
生
活
様
式
そ
の
他
か
ら
第
二
住

居
趾
は
新
石
器
文
化
階
段
に
あ
る
紅
山
後
第
一
次
の
文
化
、
第

一
住
居
趾
は
青
銅
器
文
化
階
段
に
あ
る
第
二
次
文
化
と
し
て
ゐ

る
。
第
五
の
考
察
の
章
で
は
こ
の
赤
峰
第
一
次
文
化
、
換
言
せ

ば
彩
陶
文
化
を
解
説
し
従
来
東
亜
我
見
の
一
般
彩
陶
と
の
比
較

を
行
っ
て
ゐ
る
。
又
著
者
は
黒
褐
色
粗
質
土
器
の
系
統
を
北
方

の
櫛
目
文
系
土
器
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
先
づ
こ
れ

が
示
す
生
活
様
式
に
立
ち
到
り
、
全
蔵
的
概
念
論
で
は
た
く
、

獣
骨
が
示
す
事
賓
か
ら
家
畜
飼
養
そ
の
他
を
推
定
し
、
鳥
骨
、

細
石
器
等
か
ら
狩
獄
生
活
の
断
片
に
一
言
し
、
又
一
般
遺
物
か

ら
穀
物
の
栽
培
者
、
農
耕
生
活
者
な
る
を
結
論
し
、
更
に
皆
年

代
を
河
南
安
陽
の
文
化
、
彩
陶
文
化
等
の
聯
開
の
下
に
紀
元
前

第
二
千
年
代
初
牛
に
之
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
。
第
六
章
で
は

赤
峰
第
二
次
文
化
印
ち
赤
色
磨
研
土
器
即
ち
紅
陶
の
文
化
に
到

り
、
前
章
で
行
っ
た
と
同
じ
筆
法
で
、
就
中
石
槨
墓
の
系
統
を

シ
ベ
リ
ヤ
、
東
露
印
ち
ミ
ス
シ
ン
ス
ク
、
ア
ナ
エ
ノ
方
面
の
類

似
古
墓
に
求
め
よ
う
と
し
た
。
か
く
て
彼
等
の
生
業
を
こ
の
経

遠
青
銅
器
文
化
に
浴
し
て
ゐ
た
事
か
ら
牧
人
と
解
す
る
の
で
あ

る
。
叉
年
代
は
之
を
秦
武
漢
式
文
化
に
併
行
す
べ
き
も
の
と
し

た
。
著
者
は
更
に
先
秦
時
代
文
献
に
見
ゆ
る
東
胡
或
は
山
戎
た

る
民
族
の
、
こ
の
地
域
で
の
居
住
を
、
こ
の
第
二
次
文
化
に
聯

開
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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心

以
上
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
爾
文
化
遺
跡
の
性
格
を
置
別
ざ

　
　

亦
今
や
世
界
的
に
な
っ
た
と
碍
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

し
て
考
へ
、
斯
様
に
、
ま
と
め
あ
げ
、
更
に
賓
年
代
を
、
は
つ

き
り
考
定
さ
れ
ん
と
し
た
意
企
は
、
主
と
し
て
著
者
の
一
人
水

野
學
士
の
考
察
の
や
り
方
で
あ
る
事
が
自
ら
理
解
さ
れ
て
く
る

の
で
あ
る
。
調
査
報
告
の
類
と
は
い
ひ
乍
ら
、
我
々
一
般
讃
者

か
ら
見
て
も
本
書
の
中
に
信
将
来
の
東
亜
先
史
文
化
の
考
察
に

様
々
な
教
示
を
あ
た
へ
て
哭
れ
る
箇
所
が
少
く
た
い
。
考
古
學

的
遺
物
に
見
る
牧
民
の
生
活
の
必
然
性
、
或
は
積
極
的
年
代
の

不
明
な
北
方
系
櫛
目
文
土
器
の
下
限
の
問
題
等
、
又
本
書
に
呈

示
さ
れ
た
る
諸
遺
物
の
美
事
な
圖
葉
附
き
の
説
明
、
或
は
著
者

狽
自
の
考
察
に
は
将
来
に
残
さ
れ
た
様
々
の
問
題
を
蔵
し
て
ゐ

る
様
に
思
へ
る
の
で
あ
る
。
と
ま
れ
東
亜
考
古
學
に
於
け
る
文

化
の
性
格
の
既
に
「
満
蒙
新
石
器
時
代
要
論
」
或
は
江
上
氏
と

の
共
著
「
内
蒙
古
長
城
地
帯
」
等
で
概
観
さ
れ
た
著
者
の
一
人

水
野
學
士
が
、
更
に
こ
の
赤
峰
に
て
、
賓
際
に
則
し
た
成
巣
を

あ
げ
ら
れ
た
事
は
慶
賀
の
至
り
で
あ
る
。
読
者
は
暑
い
夏
休
に

一
片
の
土
器
を
も
捨
つ
る
事
な
く
整
理
さ
れ
て
ゐ
た
水
野
氏
の

姿
と
本
書
の
出
版
に
敬
意
を
表
さ
ね
ば
た
ら
な
い
。
思
へ
ば
昭

和
二
年
の
貌
子
駕
の
大
良
掘
以
来
、
こ
ｘ
に
甲
種
第
六
冊
目
の

報
告
を
世
に
出
し
た
東
亜
考
古
學
會
の
學
界
に
於
け
る
功
績
も

〔
藤
岡
謙
二
郎
〕

　
　
　
　

張
家
。
ロ
通
信

　

今
張
家
口
に
も
「
日
軍
廣
東
入
城
」
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
碧
空

高
く
揚
っ
て
ゐ
ま
す
。
賞
は
小
生
一
週
間
前
か
ら
蒙
疆
地
区
を
あ

ち
こ
ち
し
て
ゐ
ま
す
・
十
六
日
北
京
を
登
っ
て
十
七
日
堺
朝
大
同

着
、
雲
岡
に
行
き
、
十
八
日
朝
飛
行
機
に
乗
せ
て
貰
っ
て
（
生
れ

て
は
じ
め
て
の
経
嶮
で
す
）
包
頭
へ
、
機
上
か
ら
黄
河
も
眺
め
ま

し
た
。
言
語
に
絶
す
る
壮
快
さ
で
し
た
。
そ
の
日
は
包
頭
泊
り
、

翌
十
九
日
は
厚
和
の
ラ
マ
寺
を
一
巡
し
て
同
處
で
泊
り
、
二
十
日

厚
和
登
、
大
同
を
素
通
り
し
て
張
家
口
へ
、
翌
日
張
家
口
外
元
賓

山
麓
へ
、
こ
の
浸
の
長
城
や
蒙
古
人
の
市
を
開
く
所
な
ど
を
見
て

叉
西
郊
の
賜
兄
山
へ
上
る
。
今
日
は
再
び
城
内
の
各
所
を
見
て
廻

り
ま
し
た
。
明
日
は
こ
／
<
＊
登
っ
て
も
一
度
大
同
へ
節
り
ま
す
。

葉
書
に
は
書
き
切
れ
ぬ
色
々
の
話
が
あ
る
。
云
々
。
森
鹿
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
月
二
十
三
日
登
、
日
比
野
宛
）
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